
東北交通ネットワークの 
被害と今後の課題 

ー土木工学の立場からー 

東北大学 奥村 誠 
工学研究科土木工学専攻 
東北アジア研究センター 



お話ししたいこと 

• 東日本大震災の発生メカニズム 

• 地震動の特徴とその被害 

• 大津波になった理由とその被害 

• 東日本大震災の教訓 

–交通施設の設計の課題 

–ネットワーク計画の課題 
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東日本大震災の発生メカニズム 
陸のプレートの先端が一気に跳ね返った 

科学技術庁(1999)地震のメカニズム より 3 



大きい範囲のプレートが動いた 
• 動きが大きく，なかなか収まらなかった 

• 地震動が長く続いた 

清水建設技術研究所資料 

（株）エイト日本技術開発資料 4 



地震動が 
長く続いた 
（仙台） 

清水建設技術研究所資料 
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固有周期で揺れ出す 

• 大きいもの・長いものは，ゆっくり揺れる 

• 小さいものは，速く揺れる 
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複合的な構造が壊れた 

• 東北大学東北アジア研究
センターの建物（5階建） 

 塔屋（機械室･倉庫）の 
違う揺れ方で，柱が崩壊 
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複合的な構造が壊れた 
新幹線の高架橋の架線柱 

• 架線は，1kmごとに２ｔの力で引っ張っている 

たわまない → 1本の金属棒としてゆっくり揺れる 

• 高架橋は80mが一単位 → 速く揺れる 

 

8 



架線柱などの作業車が不足した 

• 新幹線東京駅の分断問題 

• 電化柱や架線の作業車などを東海道以西か
ら東北に送り込めなかった！ 

• 日頃使わなくても，線路をつないでおくべき！ 
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大津波になった理由 

• 大きな震源域で海水が持ち上がった 

• 震源域が遠かった 

–水の流れは，深いほど早く，浅いほど遅い 

–沖合からの水がどんどん追いついてくる 

–大きな壁になる 

川の流れは，深い中央で速い 10 



国土交通省東北地方整備局仙台国道事務所 HP 
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被害津波 
道路(国道) 

国土交通省東北地方整備局
仙台国道事務所 HP 12 



東日本旅客鉄道 HP 13 



 
巨大津波による壊滅的被害 

• 津波による海岸部の激烈な被害 

–河口部橋梁の損壊、流失 

–道路・鉄道盛土部の流失 

–軌道、駅施設、車両の流失 

–港湾機能の壊滅、浮遊がれき等による障害 

• 海岸部の孤立地域の発生 

–陸海空の交通途絶 

–石油の輸送障害、不足→諸活動の制約に 
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追い打ちをかけた燃料不足 

石油連盟HPより 
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緊急対応 
物資輸送 

国土交通省HP 

つながっている在来
線鉄道を活用した、
盛岡への石油輸送 
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東日本大震災の教訓 

• 「つながっていること」の重要性 

• 東京駅での新幹線分断問題 

• 在来線鉄道を使って燃料が輸送された 
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交通施設とネットワークの 
今後の課題 

• 孤立を起こしにくい交通施設（道路）の設計 

• 自由走行は無理でも，特定車両なら通行できる
道路 

• 落橋や，がれきの影響を受けにくい道路の構造 

• 破壊状況を自動的に通知する道路 

• 復旧しやすい道路（沿道の余裕） 

• 2方向・複数モードでつながるネットワーク 

 

• 車両の工夫，情報の円滑な開示も必要 
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